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菅
前
総
理
の
退

陣
表
明
か
ら

２
ヵ
月
余
り
、

よ
う
や
く
政
治

の
季
節
が
終

わ
っ
た
。
国
会
の
勢
力
図
が
変
わ

り
、
県
選
出
議
員
の
顔
ぶ
れ
も
変

わ
っ
た
。
新
し
い
選
良
が
国
会
へ

集
う
▼
季
節
は
夏
か
ら
晩
秋
へ
。

米
は
や
や
不
作
だ
っ
た
上
に
消
費

減
で
生
産
者
渡
し
価
格
が
下
が
っ

た
。
カ
ラ
イ
モ
の
基
腐
れ
病
の
影

響
は
ど
う
か
。
漁
業
で
は
軽
石
の

被
害
が
出
て
い
る
。
さ
と
う
き
び

は
、
お
茶
は
▼
雨
が
少
な
く
「
こ

ざ
え
ん
」
に
蒔
い
た
大
根
の
種
は

半
分
も
芽
が
出
な
か
っ
た
。
柿
が

た
わ
わ
に
実
り
、
今
年
は
金
木
犀

の
薫
り
が
と
て
も
強
い
。
ス
ー

パ
ー
に
は
地
元
産
の
ミ
カ
ン
も
並

ぶ
▼
コ
ロ
ナ
感
染
が
一
服
し
て
い

る
の
が
何
よ
り
だ
が「
こ
ざ
え
ん
」

は
別
に
し
て
も
、
暮
ら
し
に
直
結

す
る
問
題
は
次
々
に
起
こ
っ
て
い

る
。
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
支

援
は
一
刻
を
争
う
▼
女
性
の
自
殺

者
数
が
増
え
て
い
る
。
ひ
と
り
親

世
帯
も
若
者
も
厳
し
い
。
今
や
共

働
き
で
家
計
を
支
え
る
世
帯
が
主

流
で
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
は

小
遣
い
稼
ぎ
じ
ゃ
な
い
。
収
入
減

は
、
世
帯
の
暮
ら
し
や
学
業
を
直

撃
し
て
い
る
▼
選
良
の
選
挙
公
約

と
働
き
を
、じ
ー
っ
と
見
て
い
る
。

誰一人、取り残されない
公正な社会の実現に向けて!!

連合鹿児島第33回定期大会の開催
　

連
合
鹿
児
島
は
10
月
23
日

（
土
）、
九
州
労
働
金
庫
５
階
大

ホ
ー
ル
で
第
33
回
定
期
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の

た
め
、
代
議
員
・
来
賓
等
を
絞
っ

た
上
、
短
時
間
の
開
催
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
下

町
会
長
は
「
社
会
の
不
条
理
、
不

合
理
、差
別
の
問
題
、脆
弱
な
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
等
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
課
題
」、

「
気
候
変
動
や
環
境
、
食
料
危
機

等
、
今
後
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
」に
つ
い
て
触
れ
、

連
合
が
め
ざ
す
、「
誰
一
人
と
り

残
さ
な
い
公
正
な
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
地
域
で
の
具
現
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
ま
し

た
。

　

ま
た
、連
合
鹿
児
島
に
と
っ
て
、

最
重
要
課
題
で
あ
る
組
織
拡
大
に

つ
い
て
、
２
０
２
１
年
度
の
功
績

の
あ
っ
た
６
つ
の
組
織
を
表
彰
い

た
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
①
社
会
に
対
す
る
連

合
の
政
策
と
運
動
の
発
信
力
強

化
、
②
一
人
ひ
と
り
を
ま
も
り
、

地
域
を
つ
な
ぎ
、
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
多
様
性

に
満
ち
た
安
心
社
会
の
構
築
等
、

２
０
２
２
年
度
運
動
方
針
は
満
場

一
致
で
決
定
さ
れ
、
最
後
に
下
町

会
長
の
力
強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

三
唱
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
向

こ
う
２
年
間
の
役
員
体
制
が
承
認

さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
回
を
も
っ

て
「
大
木　

順
子
」
さ
ん
、「
冨

迫　

茜
」
さ
ん
が
退
任
と
な
り
ま

し
た
。

≪
会
長
≫　
　
　

≪
執
行
委
員
≫

下
町　

和
三　
　

後
藤　

隆
義

≪
副
会
長
≫　
　

板
山　

修
治

満
永　

正
幸　
　

日
髙　

光
英

喜
納　

浩
信　
　

下
小
薗
祐
一

岩
下　

卓
美　
　

池
田　

耕
造

黒
江　

嘉
文　
　

古
殿　

義
輝

狩
集　

祐
二　
　

漢
那　

太
作

原
園　

正
敏　
　

水
間　

悦
郎

海
蔵　

伸
一　
　

五
反　

秋
浩

岡　
　

良
二　
　

問
屋　

耕
二

≪
事
務
局
長
≫　
　

石
田　

則
行

日
高　

実
禎　
　

鮫
島　

眞
一

≪
副
事
務
局
長
≫　
　

三
浦　

辰
男

畑
中　

和
広　
　

外
山　

浩
己

白
石　

裕
治　
　

杉
本
浩
太
郎

≪
執
行
委
員
≫　
　

長
田　

恭
枝

上
薗　

哲
也　
　

山
田
た
ま
き

野
口　

祐
一　
　

松
井
与
喜
雄

大
重
い
つ
か　
　

≪
会
計
監
査
≫

梅
木　

俊
孝　
　

北
原　

政
文

吉
海
江
俊
也　
　

上
森　

奈
志

岩
井　

空
利　
　

前
門　

正
俊

中
川
路　

守　
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10
月
22
日
、
九
州
ろ
う
き
ん
鹿
児

島
県
本
部
５
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
第
２
回
県
本
部
推
進
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
に
下
町
県
労
福
協
理
事
長
を

迎
え
、
県
下
各
地
か
ら
推
進
委
員
20

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

上
久
木
田
副
推
進
委
員
長
の
開
会

宣
言
に
続
き
、
石
田
推
進
委
員
長
が

第
2
回
県
本
部
推
進
委
員
会
を
開
催
‼

挨
拶
し
、
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
９
月
末
概
況
と
重
点

課
題
の
取
り
組
み
状
況
、
２
０
２
１

年
度
第
３
四
半
期
の
取
り
組
み
、
各

種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
マ
イ
サ
ポ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
・
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
・
カ
ー
ラ
イ
フ
ロ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
教
育
ロ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
・
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
等
に
つ
い
て
、
県

本
部
推
進
委
員
な
ら
び
に
県
本
部
よ

り
提
案
さ
れ
、
全
議
案
と
も
満
場
一

致
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

～
石
田
推
進
委
員
長
あ
い
さ
つ
要
旨
～

　

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
２
０
２
１
年

度
の
第
１
回
県
本
部
推
進
委
員
会

は
、
持
ち
回
り
開
催
と
さ
せ
て
い
た

2021年度第２回店推進委員会日程
推進委員会名 開催日

鹿児島支店推進委員会 11月12日（金）

日置地域推進委員会 11月８日（月）

指宿地域推進委員会 11月17日（水）

大島支店推進委員会 11月11日（木）

鹿屋支店推進委員会 11月10日（水）

川内支店推進委員会 11月17日（水）

加世田・枕崎地域合同推進委員会 11月17日（水）

出水支店推進委員会 11月15日（月）

鹿児島南支店推進委員会 11月12日（金）

霧島支店推進委員会 11月19日（金）

種子島地区推進委員会 11月11日（木）

屋久島地区推進委員会 11月９日（火）

志布志支店推進委員会 11月12日（金）

大口支店推進委員会 11月５日（金）

徳之島地区推進委員会 11月19日（金）

鹿児島県庁支店推進委員会 11月25日（木）

だ
い
た
。
今
回
は
、
久
し
ぶ
り
の
集

合
で
の
開
催
で
あ
り
、
嬉
し
く
思
っ

て
い
る
。
ま
た
、
本
来
で
あ
れ
ば
推

進
の
た
め
の
懇
親
会
も
開
催
し
た
い

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
見
送
り
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
県
本
部
推
進
委
員

会
と
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
が
早
く
収
束

し
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
さ
せ
て
頂
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
来
年
以

降
に
期
待
し
た
い
と
思
う
。
鹿
児
島

県
本
部
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
な
か
な

か
職
場
に
入
れ
な
い
状
況
が
続
き
、

特
に
融
資
に
つ
い
て
厳
し
い
状
況
が

会議の様子

石田推進委員長

続
い
て
い
る
が
、
県
内
に
お
い
て
も

感
染
者
数
は
減
少
し
て
き
て
お
り
、

明
る
い
兆
し
も
見
え
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
各
支
店
（
地

域
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
通
じ
て
、

ろ
う
き
ん
運
動
が
前
進
す
る
よ
う
、

で
き
る
取
り
組
み
の
展
開
を
お
願
い

し
た
い
。
ま
た
、
11
月
５
日
か
ら
11

月
25
日
の
日
程
で
各
支
店
（
地
域
）

推
進
委
員
会
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
各
支
店

の
取
り
組
み
に
よ
り
業
績
が
上
向
い

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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　９月28日、10月１日、あまみFM（地元ラジオ局）の夕方放送される【ゆぶぃ
ニングアワー】と昼放送される【ヒマバンミショシーナ】に、上野職員と園田
職員が出演し、ろうきん20周年記念感謝祭の取り組みについて、約20分間情報
を発信しました。事前の打合せも短時間しかない中での本番でしたが、パーソ

ナリティーとの掛け合
いもスムーズで、リス
ナーに最高のアピール
ができました。
　また、11月から１日
２ 回（ 朝・ 昼 ）、上 野
職員の美声で、キャン
ペーン商品を中心とし
た情報を発信しますの
で、機会がある方はぜ
ひお聞きください！！
（※インターネットで

ListenRadioを検索）

マ
イ
サ
ポ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
‼

生出演の様子（左：園田職員　右：上野職員）

　

鹿
児
島
県
本
部
で
は
、
２
０
２
１
年

10
月
１
日
（
金
）
か
ら
２
０
２
２
年
３

月
31
日
（
木
）
の
期
間
で
、カ
ー
ド
ロ
ー

ン
の
新
規
ご
契
約
者
さ
ま
を
対
象
と
し

た
、県
本
部
独
自
の
『
マ
イ
サ
ポ
（
カ
ー

ド
ロ
ー
ン
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
マ
イ
サ
ポ
と
は
マ
イ

サ
ポ
ー
ト
の
略
で
、
ろ
う
き
ん
カ
ー
ド

ロ
ー
ン
の
保
有
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
で
、
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
と
高
金

利
の
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
を
利
用
し
な
い
・

さ
せ
な
い
（
生
活
防
衛
）、
他
行
・
他

社
ロ
ー
ン
の
高
い
金
利
商
品
を
借
り
換

ラジオデビューしました‼
大島支店

え
る
こ
と
に
よ
る
支
払
利
息
の
軽
減

（
生
活
改
善
）
を
目
的
と
し
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期

間
中
に
、
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
の
い
ず
れ

か
（
マ
イ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
プ
ラ
ン
ツ

カ
え
～
る
・
マ
イ
プ
ラ
ン
Ｂ
ｅ
サ
イ

ド
）
を
鹿
児
島
県
内
営
業
店
窓
口
で

ご
契
約
い
た
だ
い
た
方
全
員
に
「
ハ

ン
デ
ィ
２
Ｗ
Ａ
Ｙ
ラ
ン
タ
ン
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
鹿

児
島
県
内
各
営
業
店
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
機
会
に
自
分
応

援
し
て
み
ま
せ
ん
か
‼
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鹿児島県私立幼稚園協会への寄贈物

●横断旗８６０本
●交通安全啓発用絵本２５８冊
●ドッジボール８６個

 
交
通
安
全
教
室
・
寄
贈
式
を
開
催
し
ま
し
た
！

 　
「
鹿
児
島
県
私
立
幼
稚
園
協
会
」
へ
横
断
旗
８
６
０
本
な
ど
を
寄
贈

　

こ
く
み
ん
共
済 coop 

は
、
10
月
11
日

（
月
）あ
か
つ
き
認
定
こ
ど
も
園（
霧
島
市
）

で
、
園
児
向
け
の
交
通
安
全
教
室
と
横
断

旗
な
ど
の
寄
贈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
教
室
は
、
鹿
児
島
県
交
通
安

全
協
会
の
ご
協
力
の
も
と
に
行
わ
れ
、
約

60
名
の
園
児
が
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方
や

事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
注
意
点
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
寄
贈
式
が
行
わ
れ
、
こ
く
み
ん

共
済 coop 

鹿
児
島
推
進
本
部
よ
り
鹿
児

島
県
私
立
幼
稚
園
協
会
へ
横
断
旗
860
本
、

交
通
安
全
啓
発
用
絵
本
258
冊
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
86
個
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
県
内
の
私
立
幼
稚
園
86
園
に
、
横
断
旗

10
本
、
絵
本
３
冊
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
1
個

が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
、
子
ど
も
の
交
通
安

全
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

▶
寄
贈
式
の
様
子

寄贈した横断旗を手に横断歩道の渡り方を練習する園児たち

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、
こ
く
み
ん
共
済 

coop 

が
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
２
０
１

９
年
３
月
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
7
才

の
交
通
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と

し
て
実
施
を
し
ま
し
た
。

　

7
才
児
は
小
学
校
に
入
学
し
、
行
動
範

囲
が
ぐ
っ
と
広
が
る
年
齢
で
す
が
、
ま
だ

注
意
力
が
あ
ま
り
育
ま
れ
て
い
な
い
た

め
、
他
の
年
代
に
比
べ
て
交
通
事
故
に
遭

い
や
す
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
7
才
児
を
中
心
に
、「
未
来

あ
る
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
り

た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
マ
イ
カ
ー
共

済
の
見
積
も
り
1
件
に
つ
き
横
断
旗
を
1

本
寄
贈
す
る
「
7
才
の
交
通
安
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「マイカー共済」のお見積もり1件につき横断旗を1本寄贈する取り組み
　多くの皆さまのご協力により、これまでに全国で、延べ320,800本の横断旗を全国の児
童館などへ寄贈してきました。
　鹿児島県では、延べ4,445本を交通安全協会や私立幼稚園協会へ寄贈しています。
　「未来ある子どもたちを交通事故から守るため」、「交通事故のない、安全な社会をつくるた
め」にぜひ皆さまもこの取り組みにご協力ください。
　お車の補償の更新が近づいている方、買い換えなどで新しく車を購入された方はぜひお見
積もりいただき、お車の掛金をお確かめください。一人一人に合った最適な補償をご提案い
たしますので、お気軽にこくみん共済 coop までご依頼・ご相談ください。
　なお、「7才の交通安全プロジェクト」に関する詳細は、こくみん共済 coop ホームペー
ジの特設サイトをご覧ください。
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マ
イ
ペ
ー
ジ
が
さ
ら
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
！

 　
「
マ
イ
ペ
ー
ジ
開
設
企
画
」
の
お
知
ら
せ

 

組
合
員
特
典
「
セ
イ
フ
テ
ィ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
」

 　
「
子
育
て
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス
」
が
追
加
！

　

こ
く
み
ん
共
済 coop 

の
マ
イ
ペ
ー
ジ
は
、普
段
忙
し
く
て
自
分
の
時
間
が
と
れ
な
い
方
や
時
間

に
し
ば
ら
れ
た
く
な
い
方
な
ど
に
最
適
な
、 

組
合
員
専
用
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

24
時
間
い
つ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
保
障
内
容
・
登
録
内
容
な
ど
の
確
認
や
住
所
変
更
な
ど

の
各
種
お
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

　

11
月
１
日
（
月
）
よ
り
、住
ま
い
る
共
済
に
ご
加
入
の
方
は
、マ
イ
ペ
ー
ジ
上
で
被
災
連
絡
お
よ

び
共
済
金
請
求
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
※
）。

　

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、２
０
２
１
年
11
月
１
日
（
月
）
～
２
０
２
２
年
１
月
31
日
（
月
）
ま
で
「
マ

イ
ペ
ー
ジ
開
設
企
画
」
を
実
施
し
ま
す
！ 

期
間
中
に
マ
イ
ペ
ー
ジ
を
ご
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方

に
、写
真
プ
リ
ン
ト
が
で
き
る
電
子
チ
ケ
ッ
ト
を
も
れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。 

（
※
）
被
害
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、共
済
金
請
求
の
お
手
続
き
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
く
み
ん
共
済 coop 

で
は
、加
入
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
組
合
員
特
典
と
し
て
、レ
ジ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
使
え
る
お
得
な
ク
ー
ポ
ン
や
ホ
テ
ル
の
特
別
割
引
優
待
な
ど
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
保
障
を
通
じ
て
だ
け
で
は
な
く
、組
合
員
の
皆
さ
ま
一
人
一
人
の
毎
日
の
暮

ら
し
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス
も
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
の
マ
マ
・
パ
パ
た
ち
は
、楽
し
い
こ
と
と
同
じ
く
ら
い
、心
配
事
が
つ
き
も
の
で
す
。 

子
育
て
の
お
悩
み
を
安
心
に
変
え
て
、家
族
み
ん
な
が
も
っ
と
楽
し
く
便
利
に
過
ご
せ
る
よ
う
な

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
11
月
１
日
（
月
）
よ
り
、追
加
し
ま
し
た
。

　
「
セ
イ
フ
テ
ィ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
は
マ
イ
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ニュース・
ワード

が
あ
り
、
患
者
側
も
事
前
に
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用

す
る
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
自
体
の
交
付

率
は
ま
だ
34
％
ほ
ど
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

ろ
う
ふ
く
き
ょ
う
ク
イ
ズ
を
毎
回

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
初
め
て
応
募
し

ま
す
。
何
が
当
た
る
の
か
す
ご
く
楽

し
み
で
す
。

 
（
姶
良
市
）

　
「
セ
ル
フ
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
で
う

ま
く
い
く
！
」
を
読
ん
で
、
今
ま
で

は
、
ス
ト
レ
ス
＝
悪
と
思
い
克
服
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
自
分
を
受
け
入
れ

朝
、
子
ど
も
た
ち
の
登
校
時
で
の

街
頭
立
唱
を
行
っ
て
み
て
、
ひ

と
り
で
も
悲
し
い
事
故
に
遭
わ

な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

  


（
阿
久
根
市
）

　

九
州
ろ
う
き
ん
「
20
周
年
感
謝

祭
」、
こ
れ
を
機
に
ろ
う
き
ん
ア

プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
す
！

 

（
霧
島
市
）

　

育
休
明
け
で
復
帰
し
ま
し
た
。

早
速
、
ろ
う
き
ん
の
積
立
を
再
開

し
ま
し
た
。
ろ
う
き
ん
20
周
年
な

ん
で
す
ね
。
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

以
前
、秋
か
冬
の
じ
ゃ
が
い
も
堀
り

の
記
事
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
参
加
し
た
い
の
で
す
が
、そ
う

し
た
イ
ベ
ン
ト
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？　

あ
っ
た
ら
い
い
な
ぁ（姶

良
市
）

マイナ保険証
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
。
患
者

が
医
療
機
関
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
専

用
読
み
取
り
機
で
カ
ー
ド
を
か
ざ

せ
ば
自
動
的
に
受
付
が
済
む
、
転
職

し
て
も
保
険
証
と
し
て
ず
っ
と
使
え

る
、
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
が
簡

単
に
で
き
る
な
ど
と
し
て
、
厚
生
労

働
省
が
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
20
日
か
ら
運
用
が
始
ま
り

ま
す
が
、
９
月
半
ば
時
点
で
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
設
置
が
済
ん
だ
の
は
全

体
の
６
％
ほ
ど
。
マ
イ
ナ
保
険
証
に

対
応
し
て
い
な
い
医
療
機
関
を
受
診

す
る
際
は
保
険
証
を
持
参
す
る
必
要

読
　
者

か
ら
の

声

268

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

 

（
鹿
児
島
市
）

　

新
し
い
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
な
り
、
九

州
ろ
う
き
ん
の
良
さ
が
出
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。 

（
奄
美
市
）

　
〝
塩
田
知
事
へ
の
要
請
・
就
職
差

別
撤
廃
に
向
け
た
要
請
行
動
の
実

施
〟
等
々
力
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

「
ツ
ボ
と
健
康
」
で
の
講
演
会
の
記

事
も
興
味
深
く
読
む
こ
と
で
し
た
。

感
謝
�　

息
子
も
職
に
就
い
た
ら
す

ぐ
に
ろ
う
き
ん
さ
ん
に
お
世
話
に
な

り
、
親
子
共
々
感
謝
し
て
い
ま
す
。

毎
月
の
労
福
協
だ
よ
り
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
一
人
で
す
。 

（
霧
島
市
）

　

労
福
協
だ
よ
り
第
７
３
０
号
の

噴
火
口
を
読
ん
で
、
本
当
に
交
通
安

全
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
今

セルフコンパッション
でうまくいく！

臨床心理士　山藤奈穂子

た
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て

い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
何
で

し
ょ
う
？　
「
助
け
て
」「
疲
れ

て
い
る
」「
が
ん
ば
り
す
ぎ
」「
仕

事
を
断
っ
て
も
い
い
よ
」「
仕

事
を
も
う
少
し
減
ら
し
て
」
な

ど
で
し
ょ
う
か
。

　

で
は
、
そ
の
部
分
に
、
優
し

く
、
思
い
や
り
の
あ
る
言
葉
を

か
け
て
み
ま
す
。「
い
つ
も
が

ん
ば
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」「
大
丈
夫
？
」「
お
疲
れ
さ

ま
」「
少
し
休
ん
で
ね
」「
無
理

し
な
い
で
ね
」「
そ
の
ま
ま
の

あ
な
た
で
い
い
よ
」

　

こ
の
よ
う
に
自
分
自
身
に
優

し
さ
や
思
い
や
り
を
向
け
る
こ

と
で
、
心
身
の
健
康
度
が
上
が

り
、
う
つ
や
不
安
を
予
防
し
、

自
分
の
た
め
に
が
ん
ば
れ
る
こ

と
も
数
々
の
研
究
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ら
い
時

に
、
自
分
に
厳
し
く
す
る
の
は

逆
効
果
と
も
い
え
ま
す
。

　

自
分
に
優
し
く
で
き
て
初
め

て
、
周
り
に
も
優
し
く
な
れ
ま

す
。
周
囲
に
イ
ラ
イ
ラ
し
や

す
い
人
は
、
ま
ず
自
分
に
優
し

さ
と
思
い
や
り
を
向
け
て
み
ま

し
ょ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
を
許

し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
あ
な

た
は
、
大
切
に
さ
れ
る
価
値
の

あ
る
人
な
の
で
す
か
ら
。

　

自
律
神
経
の
調
子
を
崩
し

や
す
い
秋
こ
そ
、
自
分
の
心

と
体
を
い
た
わ
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

姿
勢
に
な
っ
て
目
を
閉
じ
ま

し
ょ
う
。
心
地
よ
い
リ
ズ
ム

で
ゆ
っ
く
り
と
呼
吸
を
し
ま

す
。

　

次
に
、
体
全
体
に
注
意
を

向
け
ま
す
。
疲
れ
や
し
ん
ど

さ
を
一
番
強
く
感
じ
る
と
こ

ろ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。
ど

こ
か
に
痛
み
や
不
快
感
は
な

い
で
す
か
。首
や
肩
、頭
、胸
、

喉
、
お
な
か
な
ど
、
し
ん
ど

さ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
に
手
を

当
て
、
手
の
温
か
さ
を
感
じ

ま
す
。

　

さ
て
、
そ
の
部
分
が
あ
な

⑲コンパッションのひと休み
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YouTubeLIVE配信にチャレンジ
労働者福祉南部ブロック協議会・鹿児島県労働者福祉
協議会「研究集会」

　10月14日、労働者福祉南部ブロック協議会では「研究集会」を開催しました。鹿児島県労働者福祉協議会の研究
集会も兼ねたもので、今回は新型コロナウィルス感染拡大状況を踏まえ、講師の皆さん・参加者のみなさん、また
所属団体・職場の安心・安全の確保を第一義に考え、できる範囲内で開催していくこととしました。
　具体的には、「各県から鹿児島市に集合しての開催は困難」と判断し、開催方式を変更（鹿児島実参加と
YouTubeLIVE配信）した上で、開催期間を２日から１日に短縮しての開催となりました。
　まず、「心の病気を正しく理解する」というテーマで鹿児島大学医学部の赤崎教授から、人格の成り立ちと精神的
不調をきたす疾患等について、これまでの数多くの経験に基づいてお話いただきました。「人格の成り立ちなど根
本的なことを学ぶ機会となった」「不適応状態を改善してい
くための環境（職場等）改善の重要さ、傾聴の大事さも再認
できた」等の声も寄せられ、これからの職業生活・職場運営
等に活かすことのできる気づきを与えていただいたものと
思います。
　次に「身寄り問題に挑む」というテーマでNPO法人つな
がる鹿児島の芝田理事長からは、連帯保証人・身元引受人と
いう慣習による社会的孤立・排除・差別等について、自らの
活動を通した課題等についてお話いただきました。「身寄り
問題が現実味を帯びてきている中で大いに考えさせられ、ま
た参考になった」「身寄りがないのはスタンダード、例外で
はないという言葉が心に残った」という声も寄せられ、身近
にある社会的な課題として認識を共有できたものと思いま
す。

鹿児島・鹿屋で楽しいパソコン教室開催
　鹿児島県労働者福祉協議会では、テルウェル西日本鹿児島
営業支店の協力もいただき10月９日（土）・10日（日）の両
日、鹿児島市のアエールプラザで延べ22人が参加する中で
パソコン教室を開催しました。「パソコン活用講座～ Word、
Excel入門～」と題し、季節の挨拶状・はがき作成、合計・平
均値の算出等ワード・エクセルについて、それぞれの基礎か
ら実用的な応用方法までを学びました。
　また、鹿屋市では、かのやハッピーワークと共催し10月23
日（土）・24日（日）の両日、有限会社ケイダブルエスで延
べ25人が参加する中で開催しました。「こんな便利な使い方
があったんだ！」「オリジナルのチラシ・ポスターを作ろう」
と題し、エクセル関数とは？在庫管理表の作り方、便利な集
計のやり方、Fキーの使い方、役立つフリーソフトの基礎知
識、画像の取り込み等について学びました。
　昨年に引き続き、新型コロナ感染防止対策も踏まえ、募集
人員・運営等一定制限せざるを得ない中での開催となりま
したが、「わかりやすくて良かった。楽しく勉強できた。」等
の声も寄せられ、今後も継続していきたいと思うことでし
た。

「研究集会」参加のみなさん（鹿児島会場）

パソコン教室（鹿児島）

パソコン教室（鹿屋）
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︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
５
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
桜
に
た
と
え
ら
れ
る
秋
の

花

４
　
魚
を
捕
ま
え
る
漁
具
の
一

つ
。
…
…
を
打
つ

６
　
新
垣
結
衣
さ
ん
・
星
野
源

さ
ん
と
い
え
ば
「
逃
げ

…
…
」

７
　
…
…
折
衷

９
　
12
月
15
日
か
ら
受
け
付
け

ま
す

11
　「
近
畿
の
水
が
め
」
で
す

13
　
松
尾
芭
蕉
の
古
里
。
…
…

市

14
　
ほ
ろ
…
…
、悪
…
…
、船
…
…

15
　
…
…
を
付
け
て
返
す

16
　
曲
芸
を
す
る
水
族
館
の
ス

タ
ー

18
　
イ
ノ
シ
シ
の
肉
の
別
名

21
　「
啄
木
鳥
」
と
書
く
鳥

22
　
僧
侶
が
忙
し
く
走
り
回
る

月

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
晩
秋
～
初
冬
の
穏
や
か
な
日

２
　
…
…
金
、…
…
子
、…
…
道

３
　
白
鳥
で
す

４
　
カ
ボ
チ
ャ
を
食
べ
る
日

５
　
食
べ
る
と
物
忘
れ
す
る
と

か
？

8
　
イ
ン
ド
発
祥
の
健
康
法

９
　
熱
い
も
の
は
苦
手
。
…
…
舌

10
　
一
晩
越
す
こ
と

12
　
最
近
は
ネ
ク
タ
イ
を
し
な

い
で
着
る
人
が
多
い
で
す
ね

16
　
２
０
２
０
年
末
で
活
動
休

止
し
た
男
性
ア
イ
ド
ル
グ

ル
ー
プ

17
　
♪
…
…
な
ぜ
鳴
く
の
～
、

…
…
の
勝
手
で
し
ょ
う

19
　
赤
穂
浪
士
の
吉
良
邸
討
ち

入
り
の
発
端
と
な
っ
た
江

戸
城
「
…
…
の
廊
下
」
刃

傷
事
件

20
　
埼
玉
県
東
部
に
あ
る
…
…
市

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
田
代
　
　
彩	

廣
　
　
秀
範

　
木
牟
礼
亜
弥	

入
部
　
真
帆

　
斉
藤
　
隆
志	

小
島
　
博
文

　
濱
田
　
真
一	

邊
牟
木
　
剛

　
徳
永
　
　
保	

池
田
　
浩
子

　
野
﨑
　
浩
一	

松
﨑
　
麻
代

　
原
田
み
ゆ
き	

古
田
　
利
清

　
福
元
　
悦
人	

南
野
　
彩
音

　
大
渕
脇
　
進	

草
留
由
美
子

　
堂
元
　
泰
子	

小
橋
　
　
幸

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
２
1
年
12
月

６
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
0064
鹿
児
島
市
鴨

池
新
町
五
‐
七　

六
階　

鹿
児
島
県

労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

10
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

72
通
で
、
71
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「プログラム」

公式キャラクター

ピットくん（鹿児島県）

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互
扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目
的としています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の
共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

たすけあいから生まれた保障の生協です。

ひとりで悩んでいませんか？
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1

労 働 相 談 専 用

 ユーミー隼人ビル101
連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

0120-154-052

■相 談 日：月曜日～金曜日（土日祝を除く）
■相談時間：午前10時～午後4時
■相談内容：解雇・不払い残業・有給休暇・パワハラ・セクハラ

多重債務・奨学金・住宅（増・新築）など
■相　　談：原則無料

ただし、弁護士等専門家に相談する場合は、別途料
金がかかる場合があります。

＊九州ろうきんホームページアドレス
https://kyusyu-rokin.com/

＊こくみん共済 coop＜全労済＞ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/

＊「あつまれ！ユニオンスクエア～＃毎月05日は連合の日～」
　ホームページアドレス　「雇用保険について」
https://ja.twitcasting.tv/unionion

ATM利用手数料 ATM利用手数料

は２０２０年４月１日現在の概要です。


